
 

 

  
 

 

 
はじめに                                                                                                               

    私はある人から教わり、自分の心に響いた言葉を集めるようにしています。講演を聞いている時や、本  

 を読んでいる時などに、ふと気づいた言葉を小さなノートに書き溜めていました。正確に言うと、現在は 

 ノートではなく、スマホに保存するようにしています。 
 

 凡事徹底 

  ここ１年、不思議なことに、何人かの方から凡事徹底についてお話を伺うことがありました。この言葉 

 は以前から私が大切にしている言葉のひとつです。最近では、４月２９日（土）に行われた社会人講話で   

 講師としてお招きした、村昭繊維興業株式会社の市村社長さんも、この凡事徹底を取り上げていました。   

 ホワイトボードにも書きながら、全校生徒に向けて、貴重なお話をしていただきました。 
 

 そのルーツ 

   この凡事徹底のルーツを調べてみると、松下幸之助さんに行き着きます。現在はパナソニックと 

  いう社名ですが、世界的な企業のひとつである松下電器産業を一代で築き上げた方です。もうすで 

  に亡くなられていますが、有名なエピソードとして、企業の経営がうまくいっているかどうかを瞬 

  時に見抜かれたそうです。松下幸之助氏がまず見るところは、従業員の挨拶、職場の整理整頓、ト 

  イレ掃除の３つだったそうです。また、晩年に、日本の将来を担う政治家を育てようと創設した松 

  下塾も有名ですが、その入塾式では、「まず､自分の身のまわりを掃除しなさい。整理整頓しなさ  

  い。自分の身のまわりを美しくすることができない人間に政治という大きなことは絶対にできな  

  い。」と話していたそうです。 
 
 凡事が徹底した学校 

  凡事徹底とは、誰にでもできる簡単な当たり前のことを、しっかりとやり続けることで、大きな 
  成果をあげることができるという意味だと思います。当たり前のことをきちんとする。「誠実であ  

  れ｣ が校訓の宝達高校にはぴったりの言葉であり、挨拶や清掃、授業など、凡事が徹底された学校 

  でありたいと考えています。 
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 自分から行動する宝達高校生をめざして、今年も
「ボランティア・スピリット」が始動しました。第１
弾として、「フラワーロードづくり」を開始し、ゴル
フ部員、バレーボール部員、バスケットボール部員有
志で、全校生徒が作ったプランターを通学路とフラ
ワーロードに設置しました。 
 また、YOSAKOIソーラン部員は、５月２０日(土)

に開催されたJAはくい春のふれあい感謝祭でダンス 

を披露しました。 

 今後も、宝寿荘でのボランティア活動や部活動での

清掃ボランティアなど「地域と共に」を合い言葉に活 

動していきます。 



 

 

       朝のあいさつ運動 
 あいさつ運動２０１７がスタートしました。クラス毎、

部活動毎に交代で生徒玄関であいさつを行ったり、今浜交

差点での「地域あいさつ運動」では、地域の見守り隊の方

といっしょに、登校する小学生にあいさつをしています。 

 …日々新、又日新…  (進路指導課) 
◇上のタイトルは、「ひびにあらたにして、またひにあらたなり」と読   

 みます。紀元前1600年頃、中国の殷(いん)王朝初代の湯王(とうお 

 う)はこの言葉を自分の盤(洗面用の器)に刻み、毎朝顔を洗うたびに自 

 分のいましめにしたといいます。「その日その日を新たな気持ちで迎 

 え、少しずつでも進歩するよう努力が大切」という意味。 

  昔の人は、素通りしそうな簡単な言葉でなんとも深いことを言いま 

 した。しかし、ご注意。言い方は簡単でも、なかなか完璧に実行でき 

 るものではありません。大の大人であっても、です。 

  では、高校生活に当てはめてみると、どうすればよいでしょうか。 

  １．時間を守り、学校を休まない。 

  ２．授業に集中し、雰囲気を乱さない（授業に関係ないことで友達 

    に話しかけない＆関係ない話は聞き流す）。 

  ３．ノートは正確にとる（「それ書くんですか？」はありえない）。 

 ひとまずこの３つ。４月末に聞いた社会人講話の一節「時を守り、場  

 を清め、礼を正す」をひとつのスローガン・生活信条にしましょう。    

  さて、１年生。スタートダッシュできなかった人、挽回してくださ 

 い（あせりも時には必要）。２年生。高望みして、力を伸ばしてくだ 

 さい。集団行動に会わせることで、伸びる個性もあります。 

  ３年生。ひとの話に耳を傾け、よく考え、そして考えすぎず、社会 

 に通用する人になってほしいと、切に念じています。 

 下の写真は、５月２４日に実施した、３年生「進路ガイダンス」のス

ナップです。説明内容とともに、ひとに何かを一生懸命説明するとはど

ういうことか、間近に見る良い機会になったのではないでしょうか。  

  
 

 
 

 

前期生徒会 役員任命、そして体育祭に向け活動中! 

  

保護者および地域の皆様へ 
 

  宝達高校のホームページ（  http://www.ishikawa-c.ed.jp/~houdah/）  
 では、学校概要をはじめ、行事予定などのお知らせを記載していま  

 す。また、新着情報として、学校行事や日々の活動を随時更新して 

 いますので、是非ご覧ください。 

 

  

 眉丈台地公園まで

行き、素晴らしい陽

気の中で友達同士、

親交を深めるよい機

会となりました。  

「国立能登青少年交

流の家」で、 ディス
クゴルフ、いかだ体

験、クリアキャンド

ル作りをしました。  

 碁石ヶ峰にある「鹿

島少年自然の家」まで

行き、野外炊飯でカ

レーライスとピザ作り

を体験してきました。   
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 前期生徒会役員任命式後、あいさつ運動をはじめとして、６月９日に開催され

る体育祭に向けて、生徒会役員が中心となり、計画・準備を進めています。 

 11の部活動が趣向を

凝らしたパフォーマンス

を交えながら、部の雰囲

気や練習内容などを紹介

しました。  

 剣道部と女子バレー

ボール部が春季大会に、 

バドミントン部は能登地

区大会にそれぞれ出場

し、健闘しました。  

 応援団のかけ声の

もと、生徒全員で校

歌斉唱と手拍子で選

手の健闘を祈念しま

した。 


